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第１回 震災伝承検討会議の議題

（１）「震災伝承検討会議」の役割・スケジュール

（２）「石巻市震災伝承計画」の枠組み（案）

（３）震災伝承の現況と課題

（４）震災伝承等に関する意見・意向
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意見の振り返り

・第１回「震災伝承検討会議」で出された意見を

整理・分類

・意見は、「震災伝承の理念の考え方」、「伝承

する内容」、「伝承の方法」に概ね集約され、

その他に「情報館のあり方、直すべき点」など

について意見が出された。
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意見の分類

１．震災伝承の理念の考え方

２．伝承する内容

３．伝承の方法

４．施設のあり方
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１．震災伝承の理念の考え方

震災伝承の理念
の考え方

目的、内容、主体、
対象、方法、活動
場所、伝承活動、
発信等の枠組み
を整理する

理念を考えるにあたり、目的、内容、
主体、対象、方法、この枠組みでまと
めていく。こういう物を、各団体、語り
部をやっている方々から情報収集をし、
会議で全部を付き合わせていくと最大
公約数が見えてきて、そこから目的、
内容、方法、全てを見て検討する

既に拠点的に活動している
所の場づくり、伝承の活動、
外への発信の取り組みを
把握し、この3 つの枠組み
を体系化して整理する

50年経っても100

年経っても、その
思いや物事が永続
的に伝わっていくよ
うな形にする

震災伝承という概念とは
何かを検討する

伝承対象地
域・施設を検討

する

石巻全域で考えていくのか、
分けていく事も可能なのかど

うかを検討する

震災遺構周辺は取り上げるに意
味があるが、それが石巻の震災
の全容を示すものでもない。水産
都市石巻の視点からとらえ、旧北
上川東岸の湊・渡波地区も取り上

げる

日和山、門脇、大川ばかりで
はなく、湊、渡波のような津波
被害の大きな地域についても

伝承をする

伝承内容や方法は被害規模
や被害内容で大きく違ってくる
ので、統一した伝承方法は難
しい。各地区の伝承方法（語り
部）を実際に聞き、良いと思わ
れるところを取り入れる

地域の連携に
ついて

東松島、女川などと連携を
する

近隣の東松島市や女川町
との連携を取る

震災伝承の概
念から考える
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震災前の地理、
歴史、人々の生
活、防災の方法
について

津波の悲惨さばかりで
はなく、何年前にはこう
いう津波があった、地震
があったという歴史的な

事も伝えていく

昔、南浜では人々はどうい
う暮らしをしていたのか、
津波に対して普段からどん
な心掛けをしていたのか、
人々の暮らしも含めて、津
波の恐ろしさを伝える

南浜について、津波だけ
の災害の悲しみだけを
伝えるのではなく、生活
基盤そのものを世界に
向けて情報発信をする

石巻の地理と歴史を教え、こ
ういう地域だったので、津波が
来たという事を教える。地域と
いうことを考えながら伝承して
いくという視点を、石巻市の伝
承委員会が持ち、50年後、

100年後に繋げていく

何故石巻はこれだけ被
害が大きくなったのか、
過去はどうだったのか、
ではどういう取組みをす
るのか、という視点を入

れていく

「何を伝えるのか」「どう伝
えるのか」を明確にし共有

する。

土地や建物、戝産、人（家
族や親戚）、地域環境（人
口流出や生活環境の変

化）

今回の東日本だけではなく、
過去の歴史背景も展示す
る。大正2年の話は今のう

ちに記録しておかないと伝
えていく人はいなくなるの
で、そういう資料も収集し、
一連の流れで捉えていく

集団移転した所は地図
から地名が消えてしまう
ため、被災した地名を
「何丁目跡」というような
形で地図に表記をして

残す

南浜は火事の被害が大きくて被
災が大きくなった地域、直接的
な海からの津波によって被害が
大きかった地域、大川のように
川を遡上した波での被害が起き
た地域があり、被災原因の違い

について伝承する

街歩きをしたときに、津波の
高さと距離、浸水域というも
のを見て分かるようにする
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２．伝承する内容

火事や津波な
ど、被害の違
いについて

津波被害に
ついて

伝承する内容



今回の災害で石巻市の災害医療が大
きく変わったことを残し、伝承する

津波の被害にあった方、亡くなった方
が今、メインで議論されているが、財産
を失い、集団移転している方々も犠牲
者であることを含めて伝承をする

NPO、個人活
動について

石巻市は最も多くのボランティアやNPOの支援

を受けたにも関わらず、外部からのこれまでの
支援に対する公式の御礼の機会すら設けられ
ていない。今後、石巻訪問する多くの方々は
「支える／支えられる」のどちらの立場でも学び
を得てもらいたいため、被害の実情だけでなく、
支える側の貢献も伝えられるような計画をする
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２．伝承する内容

災害医療につ
いて

集団生活再建
について

一般的に、津波大火という概念で言われ
ているが、門脇大火である。言葉の使い
方自体も、概念が違ってくるので、門脇
大火という言葉で、概念として捉える

門小だけが、大火の震災遺構ではない。
焼けた大木、黒くなった石垣が黒くなって
いる。今回の震災工事で市営住宅を建て
ているが、その背後にも、家がぶつかって
燃えて、擁壁に焼けた痕跡があった。そう

いう物は本来保存する

大規模な津波
火災について

小規模な津波
火災について



学校教育の中
で伝承・防災教
育をする

学校教育の中で防災教育を進
めていく

学校教育で、津波が来た事、地震が
来た事、何年も前からこんな風に繰り
返しながらやってきて、人々がどう
いった力で這い上がってきたかという

石巻の歴史を伝えていく

家庭の中で伝
承をする

最小のコミュニティーである家
族の中で伝承をする。備えや
災害時の待ち合わせ場所・待
機日数などを決めておく

人から人に伝えるものとして、親から
子、子から孫へと家族間での伝承や
語り部活動などあるが、他の伝達方
法（例えば口承音楽のような）も作り

出していく

記念碑で伝承
をする

何百年も伝承していくために、
記念碑を建てる
桜の木を植える

何百年も伝承していくために、文字として
きちんと記録しておく。行政でやるのも一
つのやり方だが、大学で、石巻だけではな
く沿岸全部、太平洋沿岸全ての集団移転
している集落について、きちんと学術調査

をし、記録保存をする

学術的記録で
伝承をする

何百年も伝承していくために、文字として
きちんと記録しておく。行政でやるのも一
つのやり方だが、大学で、石巻だけではな
く沿岸全部、太平洋沿岸全ての集団移転
している集落について、きちんと学術調査

をし、記録保存をする

慰霊碑で遺族
や被災者へ配
慮をする

慰霊碑の前は禁煙にする

慰霊碑の前での記念撮影を禁止する。
写真を撮る事は悪くないが、こういっ
た事があった場所という所で記録に
残るので、記念写真だから笑うのは

配慮に欠ける

見たくない人に
も配慮をする

語り継ぎを近くで聞きたくないと
いう現地の方たちも多いと思う。
どう心を乱さずに、ゾーニングし

ていくかを検討する

体験記録を集
める

既存の施設では、見たくないとい
う声に配慮して、あまり資料の無
いところもあるが、情報を求めて
いる人には出せるように用意をす

る

３．伝承の方法

伝承の方法
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現在の伝承者と来訪者が
求めているものと、会議参
加者が伝えたいものにず
れが生じないように、お互
いの意見を共有する

実際に計画、運用された
後も、伝承に関わる方々
での意見交換会などを

行う

独自に勉強会等の活動
を継続していくことは大
変であるため、市からの
援助を仰げるような仕組

みをつくる

地元の伝承者たちの声
が反映されていく事が大
事なので、NPOや個人の

活動を収集し、拾うため
の仕組みを考える

きちんと分離された部屋
で、風や寒さに影響され
ずに語り継げるスペース
を場所場所に設置する

大学を卒業するときに、
後輩に引き継ぐ方向性
が変わらないように、内
容の伝承をしっかりする

震災復興の中で出てきた遺留
品が津波の伝承、証言者であ
るので、そういう物も含めて、
拠点の中に重要な核として位

置付けていく

語りだけで何年も語り継い
でいくのは難しい。色々な
資料や現物をきちんと保存
し、それを語り継ぐという様

なやり方をしていく

３．伝承の方法
求められてい
る内容を考慮

する

体制

拠点施設の在
り方

伝承の担い手
を育成する

震災遺物で伝
える
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中越メモリアル回廊では「き
おくみらい（アーカイブ）」、
「きずな館」、「そなえ館」な
ど、それぞれの施設に役割
を持たせているように、各
場所の役割を明確にする

各情報館で連絡を取り合え
る連携体制をつくる

中核施設は、地域防災の
計画・取組例など来館者が
自分の家庭、地域の防災
に向け具体的なイメージを
もてるような内容にする

被災した場所に伝承情報
館があるべきなので、河北
情報館は被災した大川小
学校に移設をし、大川小学
校被災の情報を公開する

石巻市復興まちづくり情報
交流館が、まちづくりを伝え
る施設なのか震災を伝える
施設なのか、位置づけを明

確にする

つなぐ館のように、伝承
のできる常駐者を全ての

情報館におく

中核施設は伝承、防災教
育の学習活動に資する内
容を取り入れ、現場を訪問
して防災の授業、講話に関
わる体制作りをする
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４．施設のあり方

施設のあり方


